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1．はじめに 

Corynebacterium	
 ulceransにはジフテリア毒素を産生する株があり、多くの動物に感染し化膿性炎症性疾

患を引き起こす。鼻炎症状を呈したネコから当該菌が分離されており、ヒトが感染した場合にはジフテリ

ア症状が観察された事例も報告されている。人獣共通感染症の適応が考えられるため、大阪府下 16 の動物

病院共同で鼻炎症状を呈するネコのジフテリア毒素産生性 C.	
 ulcerans調査を実施した。	
 

2．材料および方法 

来院した鼻炎症状を呈するネコの鼻汁または鼻腔ぬぐい液を採取、培養検査は血液寒天培地および亜テル

ル酸カリウムを含む選択培地（K培地）を使用した。同定は api	
 Coryne(bioMérieux)、毒素産生性は PCR、

Elek 法および細胞培養法で確認した。薬剤感受性試験は微量液体希釈法で 16 薬剤について実施した。ま

た、血液寒天培地において最優勢に発育した菌の同定を実施した。	
 

3．成	
 績 

2009 年 10 月 26 日から 2010 年 3 月 15 日にかけて鼻炎症状を呈するネコ 33 頭から鼻汁または鼻腔内ぬぐ

い液を採取し検査を行った。その結果 2 頭からジフテリア毒素産生性 C.	
 ulcerans を検出した。薬剤感受

性試験では１頭は全薬剤感受性、１頭は CLDM のみ耐性であった。その他の細菌の同定結果では多剤耐性

Stenotorophomonas	
 maltophiliaおよびフルオロキノロン耐性 Acinetobacter	
 baumanniiが検出された。	
 

４．結	
 論 

今回、大阪府内で鼻炎症状を呈する２頭の一般家庭飼育ネコからジフテリア毒素産生性 C.	
 ulcerans が分

離され、他の報告と合わせて国内の身近な動物が感染している事が示された。抗菌剤のみの投与であった

１頭では症状は改善せず、ステロイド剤を投与した１頭では症状の改善が認められ、静岡での症例でも同

様であった事から C.	
 ulcerans のネコでの病態との関連を検討する必要もあると思われた。その他の細菌

の同定結果では、ヒトの日和見感染の原因ともなる薬剤耐性菌が検出され、飼い主への感染の可能性につ

いても注意が必要であると思われた。C.	
 ulcerans、Brucella	
 canis、Capnocytophaga	
 canimorsus等、家

庭飼育動物から人への感染症が問題となっているが、動物での症状は明らかでない場合が多く、臨床獣医

師は対応に苦慮する場合が多い。今後、公衆衛生分野の獣医師と臨床獣医師とが協力し、調査や対応指針

の作成等を行っていく必要があると考える。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 



	
 

	
 



	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 


